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研究成果の概要 

有機二次元キャリア閉じ込め系に形成した 2 次元正孔ガスにおいて、電子相関がキャリアドープ

とともに発展し、分子あたり 1/4 の高密度キャリアを導入した際に、電荷密度波の不安定性による

強い電子相関が現れることを実験と理論により明らかにした(Nature Commun. 2025)1。さらに、わず

か 3%の歪を加えることによって、強い電子相関の効果が大きく弱められて、伝導度が１桁程度変化

する「巨大歪効果」を見出した。 

一方、有機二次元キャリア閉じ込め系表面の酸化電位が極めて安定かつ一意性を有することか

ら、新たな参照電極として利用できることを明らかにし、イオンセンサーなどの電気化学デバイスの

フィルム化に道を拓いた(Proc. Nat. Accad. Sci. 2024)2。また、計算科学と新物質合成化学の連携

により、未知化合物の予測構造データを機械学習する未踏の物質開拓空間構築を推進するととも

に、得られたアルゴリズムにより、合成候補物質の予測構造をベースとした有望分子を合成した。 

 昨年度プロトン共役電子移動を用いた化学ドーピング手法を発表したところ(Nature 622, 285–

291 (2023))、安定な有機半導体ドーピング手法として、代表者のスタートアップ企業で実用化され

ている高感度有機歪センサーの次世代版技術に採用することとした 3,4。また、歪センサーを含め

て、2022 年度に代表者が設立したスマートフィルムデバイス協会の取り組みを医療分野などにも

拡充し、本 CREST 研究の成果を含め、様々な有機エレクトロニクスデバイスの製品開発や社会実

装を進めた。 
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